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2008年３月期 第３四半期財務・業績の概況 

（百万円未満切捨て）

１．2008年３月期第３四半期の連結業績（2007年４月１日～2007年12月31日） 

２．2008年３月期の連結業績予想（2007年４月１日～2008年３月31日） 

３．その他 

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2）会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無              ： 有 

(3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無            ： 有 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(財)財務会計基準機構会員

      2008年１月31日

上場会社名 第一三共株式会社 上場取引所 東証・大証・名証各第１部

コード番号 ４５６８ ＵＲＬ http://www.daiichisankyo.co.jp/

代表者     代表取締役社長 庄田 隆   

問合せ先責任者 執行役員コーポレートコミュニケーション部長 高橋 利夫 ＴＥＬ（03）6225－1126 

(1）連結経営成績 （％表示は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2008年３月期 
第３四半期 

695,849 △4.8 156,775 18.8 166,048 13.6 96,419 24.1

2007年３月期 
第３四半期 

730,647 3.8 131,997 △1.7 146,121 5.2 77,693 △4.1

2007年３月期 929,506 － 136,313 － 152,086 － 78,549 －

 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期（当期）純利益 

  円 銭 円 銭

2008年３月期 
第３四半期 

133 47 － －

2007年３月期 
第３四半期 

106 57 － －

2007年３月期 107 75 － －

(2）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭

2008年３月期 
第３四半期 

1,549,017 1,275,171 82.1 1,769 36

2007年３月期 
第３四半期 

1,669,585 1,275,895 76.2 1,745 70

2007年３月期 1,636,835 1,272,148 77.5 1,740 26

  （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 876,000 △5.8 160,000 17.4 171,000 12.4 100,000 27.3 138 59

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不

確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場

合があります。 

なお、上記予想に関する事項は添付資料の３ページを参照して下さい。 
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期の売上高は6,958億円（前年同期比4.8％減）となりました。 

 内訳としましては、医薬品事業の売上高が6,652億円（前年同期比0.2％減）、その他事業の売上高が306億円（前年

同期比52.0％減）となりました。非医薬品事業のグループ外自立化を積極的に進めたことにより減収となりますが、コ

アとなる医薬品事業においては、主力品の拡大に努めた結果、海外子会社の決算期変更による減収要因173億円を吸収

し、ほぼ前年同期並みの売上高を確保しました。主力品では、高脂血症治療剤プラバスタチンが特許期間満了により縮

小しましたが、高血圧症治療剤オルメサルタンが大きく拡大し、また、合成抗菌剤レボフロキサシンが堅調に推移しま

した。 

 利益面では、事業構造、並びに売上品目構成の変化等により原価率が前年同期に比べ2.4ポイント改善し、26.1％と

なりました。販売費及び一般管理費につきましては、海外事業基盤の強化や研究開発課題の積極的な推進など当社グル

ープが一層飛躍するための重点的な資源投入を行いつつ、要員適正化や拠点集約など事業統合によるコストシナジーの

具現化、さらには経費支出の効率化を推進し、前年同期から329億円減となる3,573億円（うち研究開発費1,170億円）

を計上しました。この結果、営業利益は1,567億円（前年同期比18.8％増）、経常利益は1,660億円（前年同期比13.6％

増）となりました。 

 また、前年同期は非医薬品事業の子会社売却益等、特別利益524億円を計上する一方、特別損失には希望退職制度の

実施などに関わる事業統合関連損失を中心に728億円を計上しましたが、当第３四半期におきましては、子会社売却

益、土地売却益を中心に特別利益41億円、事業統合関連損失を中心に特別損失89億円を計上しております。この結果、

当第３四半期の純利益は964億円（前年同期比24.1％増）と大幅な増益となりました。 

 なお、海外子会社の決算期変更による影響額として、前年同期は米国子会社分として売上高315億円、営業利益90億

円、経常利益105億円、四半期純利益58億円が、当第３四半期は欧州子会社分として売上高141億円、営業利益18億円、

経常利益21億円、四半期純利益20億円が夫々加算されております。 

[所在地別セグメント] 

 日本の売上高は、4,751億円（前年同期比10.3％減）となりました。このうち医療用医薬品の売上高は3,502億円（前

年同期比0.7％増）となりました。高脂血症治療剤メバロチンなどが減少したものの、高血圧症治療剤のオルメテッ

ク、アーチスト、カルブロックの他、消炎鎮痛解熱剤ロキソニン、排尿障害改善剤ユリーフなどの伸長がこれを吸収い

たしました。 

 海外ライセンシーへの輸出売上及びロイヤリティ収入では、好調な現地での処方拡大を反映して合成抗菌剤レボフロ

キサシンが拡大を継続しているものの、主要国において特許期間が満了した高脂血症治療剤プラバスタチン原末の輸出

減少が影響し、売上高は584億円（前年同期比12.6％減）となりました。 

 一般用医薬品につきましては、2006年12月に水虫用薬ラミシールＡＴを導入元に返還した影響などがあったものの、

期初に新製品としてシリーズに加えた外用消炎鎮痛薬パテックス・フェルビナクや2007年９月に発売した しみ〔肝

斑〕改善薬トランシーノの貢献もあり、売上高は395億円（前年同期比0.4％減）とほぼ前年同期並みの水準となりまし

た。 

 北米での売上高は、1,408億円（前年同期比5.8％減）となりました。前年同期における米国子会社の決算期変更によ

り減収となりましたが、高血圧症治療剤ベニカー/ベニカーHCT、高脂血症治療剤ウェルコールなどが伸長し、実質的に

は順調に業績を拡大しております。また、2007年10月よりオルメサルタンとアムロジピンを配合した新しいタイプの高

血圧症治療剤エイゾールの販促活動が開始され、概ね計画通りの立ち上がりとなりました。 

 その他地域の売上高は、799億円（前年同期比54.7％増）となりました。欧州において高血圧症治療剤オルメテック

が順調に拡大したほか、アジア諸国においても高血圧症治療剤オルメサルタンや、合成抗菌剤レボフロキサシンが伸長

し、業績を牽引いたしました。また、欧州子会社の決算期変更、ユーロ高による為替差額の発生、さらには当期より新

たに連結対象とした中南米子会社も増収に寄与しました。 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期における総資産は1兆5,490億円（前連結会計年度末比878億円減少）、純資産は1兆2,751億円（前連結

会計年度末比30億円増加）、自己資本比率は82.1％（前連結会計年度末77.5％）となりました。 

 総資産の減少は、要員適正化や機能子会社への転籍に伴う退職金未払金額等の支払いが当期に行われたこと、退職

金・年金制度の見直しにより前払年金費用と退職給付引当金の残高が相殺により圧縮されたこと、国内株式相場の低迷

により投資株式の含み益が減少したこと、さらには、自己株式の取得並びに配当金の支払いなどによるものです。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 

 2007年11月６日の2008年３月期中間決算発表時に公表した連結業績予想から変更しておりません。 

４．その他 

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項はありません。 

(2）会計処理の方法における簡便な方法の採用 

 税金費用については、簡便法により計算しております。 

(3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更 

 当社及び国内連結子会社の一部は、今般の企業再編に伴い2007年４月１日付で退職金・年金制度を統一し、確定給付

企業年金法に基づく類似キャッシュバランスプラン型退職年金制度の導入及び退職金の20％を確定拠出年金制度に移行

を行う等の退職金・年金制度の見直しを実施いたしました。 

 三共㈱および第一製薬㈱の第一三共㈱への合併を契機とした当該制度の見直しにより多額の過去勤務債務が発生しま

したが、今後はしばらく多額の発生が見込まれず、企業再編による効果も早期に発現することが見込まれることから、

適切に退職給付制度の状況を適時に連結財務諸表へ反映させるため、企業再編前の主な事業会社である三共㈱では５

年、第一製薬㈱及び第一アスビオファーマ㈱では10年としていた過去勤務債務の償却方法について、当連結会計年度よ

り、再編後の第一三共㈱及びアスビオファーマ㈱等において発生時から１年（12ヶ月）で償却する方法に変更いたしま

した。 

 また、数理計算上の差異は、企業再編を機に退職金・年金制度を統一したため、また近時公定歩合の引き上げ、株式

市場の堅調等、年金資産を取り巻く環境は好転しつつあるものの、当該統合により年金資産額が大幅に増加したことに

より一層市場環境の影響を大きく受け、単年度の損益に著しい影響を与えることが想定されることから期間損益計算の

適正性を確保するため、企業再編前の主な事業会社である三共㈱では発生年度に一括費用処理、第一製薬㈱では10年と

していた数理計算上の差異の処理方法については、当連結会計年度より、従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数

（10年）による定額法により処理する方法に変更いたしました。 

 この変更に伴い、数理計算上の差異については当連結会計年度での影響はありませんが、当期首に発生した過去勤務

債務のうち当連結会計年度の償却額7,104百万円は勤務費用の減額として計上し、前連結会計年度までに発生した過去

勤務債務の未償却残高231百万円については特別利益として計上した結果、従来と同一の基準によった場合と比較し、

営業利益及び経常利益はいずれも5,969百万円多く計上され、税金等調整前四半期純利益は6,201百万円多く計上されて

おります。 
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５．四半期連結財務諸表 

(1）四半期要約連結貸借対照表 

  
前連結第３四半期 

（2006年12月31日） 
当連結第３四半期 
（2007年12月31日） 

前連結会計年度 
（2007年３月31日） 

区分 金額（百万円） 
構成比 
（％） 

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

（資産の部） 

Ⅰ 流動資産 

１ 現金及び預金 184,954 60,783 232,614 

２ 受取手形及び売掛金 261,098 232,204 197,158 

３ 有価証券 367,210 499,712 373,896 

４ 抵当証券 15,000 － 15,000 

５ たな卸資産 114,456 109,651 107,758 

６ 繰延税金資産 53,090 62,301 63,364 

７ その他 27,583 33,782 26,773 

貸倒引当金 △793 △775 △724 

流動資産合計 1,022,600 61.2 997,661 64.4 1,015,840 62.1 

Ⅱ 固定資産 

１ 有形固定資産 

(1）建物及び構築物 147,384 142,098 142,534 

(2）機械装置及び運搬具 43,190 36,489 40,010 

(3）土地 41,965 36,303 38,011 

(4）建設仮勘定 8,101 5,774 12,013 

(5）その他 16,958 15,947 16,288 

有形固定資産合計 257,601 15.5 236,612 15.3 248,857 15.2 

２ 無形固定資産 

(1）のれん 19,470 16,276 18,569 

(2）その他 46,102 36,617 41,584 

無形固定資産合計 65,573 3.9 52,893 3.4 60,153 3.7 

３ 投資その他の資産 

(1）投資有価証券 272,098 229,167 262,240 

(2）長期貸付金 4,710 1,394 1,615 

(3）前払年金費用 16,692 5,951 18,021 

(4）繰延税金資産 8,244 5,598 8,890 

(5）その他 22,630 20,056 21,636 

貸倒引当金 △564 △318 △421 

投資その他の資産合計 323,810 19.4 261,850 16.9 311,983 19.0 

固定資産合計 646,985 38.8 551,356 35.6 620,994 37.9 

資産合計 1,669,585 100.0 1,549,017 100.0 1,636,835 100.0 

  

 

第一三共株式会社(4568)　2008年３月期第３四半期財務・業績の概況

－4－



  
前連結第３四半期 
（2006年12月31日） 

当連結第３四半期 
（2007年12月31日） 

前連結会計年度 
（2007年３月31日） 

区分 金額（百万円） 
構成比 
（％） 

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

（負債の部） 

Ⅰ 流動負債 

１ 支払手形及び買掛金 67,343 65,410 56,435 

２ 短期借入金 6,116 4,629 8,560 

３ 未払法人税等 31,192 38,788 27,573 

４ 繰延税金負債 2 － － 

５ 返品調整引当金 1,613 1,075 1,315 

６ 売上割戻引当金 4,115 3,697 2,471 

７ 偶発損失引当金 3,345 2,225 3,498 

８ その他 175,794 109,639 181,654 

流動負債合計 289,525 17.4 225,467 14.6 281,510 17.2 

Ⅱ 固定負債 

１ 長期借入金 1,682 824 1,533 

２ 繰延税金負債 27,219 24,362 36,145 

３ 退職給付引当金 62,306 10,576 35,062 

４ 役員退職慰労引当金 2,699 441 1,037 

５ 土壌浄化対策引当金 4,234 2,004 3,956 

６ その他 6,022 10,169 5,441 

固定負債合計 104,165 6.2 48,378 3.1 83,176 5.1 

負債合計 393,690 23.6 273,846 17.7 364,687 22.3 

  

（純資産の部） 

Ⅰ 株主資本 

１ 資本金 50,000 3.0 50,000 3.2 50,000 3.1

２ 資本剰余金 179,859 10.8 179,862 11.6 179,860 11.0

３ 利益剰余金 970,626 58.1 1,023,904 66.1 971,483 59.3

４ 自己株式 △9,961 △0.6 △43,390 △2.8 △9,997 △0.6

株主資本合計 1,190,524 71.3 1,210,376 78.1 1,191,346 72.8

Ⅱ 評価・換算差額等 

１ その他有価証券評価差額
金 

77,573 4.6 58,126 3.8 72,358 4.4

２ 為替換算調整勘定 4,535 0.3 3,616 0.2 4,951 0.3

評価・換算差額等合計 82,109 4.9 61,742 4.0 77,310 4.7

Ⅲ 少数株主持分 3,261 0.2 3,052 0.2 3,491 0.2

純資産合計 1,275,895 76.4 1,275,171 82.3 1,272,148 77.7

負債純資産合計 1,669,585 100.0 1,549,017 100.0 1,636,835 100.0
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(2）四半期要約連結損益計算書 

  
前連結第３四半期 

（自 2006年４月１日 
至 2006年12月31日） 

当連結第３四半期 
（自 2007年４月１日 
至 2007年12月31日） 

増減 
前連結会計年度 

（自 2006年４月１日 
至 2007年３月31日） 

区分 金額（百万円）
百分比 
（％） 

金額（百万円）
百分比 
（％） 

金額（百万円） 金額（百万円）
百分比 
（％） 

Ⅰ 売上高 730,647 100.0 695,849 100.0 △34,797 929,506 100.0 

Ⅱ 売上原価 208,361 28.5 181,740 26.1 △26,621 265,200 28.5 

売上総利益 522,285 71.5 514,109 73.9 △8,176 664,306 71.5 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 390,288 53.4 357,333 51.4 △32,954 527,992 56.8 

営業利益 131,997 18.1 156,775 22.5 24,778 136,313 14.7 

Ⅳ 営業外収益 16,060 2.2 12,167 1.8 △3,892 20,001 2.2 

Ⅴ 営業外費用 1,936 0.3 2,894 0.4 958 4,228 0.5 

経常利益 146,121 20.0 166,048 23.9 19,927 152,086 16.4 

Ⅵ 特別利益 52,408 7.2 4,105 0.6 △48,302 73,492 7.9 

Ⅶ 特別損失 72,816 10.0 8,956 1.3 △63,859 98,666 10.6 

税金等調整前四半期（当期）純
利益 

125,712 17.2 161,197 23.2 35,484 126,912 13.7 

税金費用 47,924 6.6 64,770 9.3 16,846 48,078 5.2 

少数株主利益 95 0.0 6 0.0 △88 283 0.0 

四半期（当期）純利益 77,693 10.6 96,419 13.9 18,726 78,549 8.5 
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(3）セグメント情報 

［事業の種類別セグメント情報］ 

 全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める医薬品事業の割合が、いずれも90％を超えているた

め、当連結会計年度より事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

［所在地別セグメント情報］ 

前連結第３四半期（自 2006年４月１日 至 2006年12月31日） 

当連結第３四半期（自 2007年４月１日 至 2007年12月31日） 

前連結会計年度（自 2006年４月１日 至 2007年３月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分の方法 

地理的近接度により区分しております。 

２．日本以外の各区分に属する国又は地域 

北米……米国 

その他…ドイツ、英国、フランス、スペイン、イタリア、中国、台湾等 

  
日本 

（百万円） 
北米 

（百万円） 
その他 

（百万円） 
計 

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高 529,432 149,549 51,666 730,647 － 730,647 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
64,524 28,437 9,527 102,489 (102,489) － 

計 593,956 177,986 61,193 833,136 (102,489) 730,647 

営業費用 478,686 143,618 53,429 675,735 (77,084) 598,650 

営業利益 115,270 34,367 7,763 157,401 (25,404) 131,997 

  
日本 

（百万円） 
北米 

（百万円） 
その他 

（百万円） 
計 

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高 475,118 140,804 79,926 695,849 － 695,849 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
53,756 35,121 16,003 104,881 (104,881) － 

計 528,875 175,925 95,929 800,730 (104,881) 695,849 

営業費用 412,191 140,901 89,097 642,191 (103,116) 539,074 

営業利益 116,684 35,023 6,831 158,539 (1,764) 156,775 

  
日本 

（百万円） 
北米 

（百万円） 
その他 

（百万円） 
計 

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高 667,851 191,466 70,188 929,506 － 929,506 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
81,943 41,239 17,044 140,227 (140,227) － 

計 749,795 232,706 87,232 1,069,734 (140,227) 929,506 

営業費用 637,080 195,421 79,602 912,104 (118,910) 793,193 

営業利益 112,714 37,285 7,630 157,630 (21,316) 136,313 
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［海外売上高］ 

前連結第３四半期（自 2006年４月１日 至 2006年12月31日） 

当連結第３四半期（自 2007年４月１日 至 2007年12月31日） 

前連結会計年度（自 2006年４月１日 至 2007年３月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分の方法 

地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

北米……米国、カナダ 

欧州……ドイツ、英国、スペイン、イタリア、アイルランド、フランス、スイス等 

その他…アジア、中近東、中南米等 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の日本以外の国又は地域における売上高であります。 

  北米 欧州 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 189,047 63,644 22,839 275,530 

Ⅱ 連結売上高（百万円）       730,647 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 25.9 8.7 3.1 37.7 

  北米 欧州 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 173,422 76,180 31,257 280,861 

Ⅱ 連結売上高（百万円）       695,849 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 24.9 11.0 4.5 40.4 

  北米 欧州 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 241,850 84,327 30,523 356,700 

Ⅱ 連結売上高（百万円）       929,506 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 26.0 9.1 3.3 38.4 
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11月発表の2007年度業績予想（年度）につきましては、
変更しておりません。

　

               2008年3月期 第3四半期
         補足資料 目次



1.損益計算書推移
(単位：億円)

　

 

医薬品*
事業合計

除）決算期
変更の影響

医薬品*
事業合計

除）決算期
変更影響

　

医薬品*
事業合計

除）決算期
変更影響

下半期
進捗率

医薬品*
事業合計

　  

医薬品*
事業合計

除）決算期
変更の影響

　

医薬品*
事業合計

除）決算期
変更の影響

前同比 <3.8>  <0.4> <4.8> <-8.7> <4.4> <3.0> <7.7> <-2.6> <-4.8> <5.6> <-5.8> <6.5>

売上高 7,306 6,216 9,295 7,937 4,437 4,132 2,521 58.3% 2,431 4,323 6,958 6,563 8,760 8,455

売上原価 2,084 1,529 2,652 1,902 1,132 950 685 63.6% 605 1,078 1,817 1,555 2,210 2,028

　売上原価率 28.5% 24.6% 28.5% 24.0% 25.5% 23.0% 27.2%  24.9% 24.9% 26.1% 23.7% 25.2% 24.0%

販管費 3,903 3,511 5,280 4,834 2,366 2,255 1,207 46.7% 1,196 2,584 3,573 3,451 4,950 4,839

　販管費率 53.4% 56.5% 56.8% 60.9% 53.3% 54.6% 47.9%  49.2% 59.8% 51.4% 52.6% 56.5% 57.2%

　再掲）研究開発費 1,253 1,192 1,707 1,633 783 775 388 41.6% 385 932 1,170 1,160 1,715 1,707

　研究開発費率 17.2% 19.2% 18.4% 20.6% 17.6% 18.7% 15.4%  15.9% 21.6% 16.8% 17.7% 19.6% 20.2%
前同比 <-1.7> <-11.9> <-14.9> <19.9> <42.7> <17.2>  <19.8> <14.0> <18.8> <32.5> <17.4> <32.3>

営業利益 1,320 1,176 1,363 1,201 939 927 629 95.1% 630 661 1,568 1,558 1,600 1,588

　営業利益率 18.1% 18.9% 14.7% 15.1% 21.2% 22.4% 24.9%  25.9% 15.3% 22.5% 23.7% 18.3% 18.8%

前同比 <5.2> <-4.8> <-8.0> <14.2> <35.4> <12.8>  <15.4> <10.1> <13.6> <26.7> <12.4> <26.1>

経常利益 1,461 1,300 1,521 1,345 1,007 992 653 93.0% 655 703 1,660 1,648 1,710 1,695

　経常利益率 20.0% 20.9% 16.4% 16.9% 22.7% 24.0% 25.9%  27.0% 16.3% 23.9% 25.1% 19.5% 20.1%
前同比 <-4.1> <-10.4> <-53.8> <-9.9> <25.2> <234.8>  <-> <240.9> <24.1> <132.9> <27.3> <174.8>

当期純利益 777 412 785 353 602 573 362 91.0% 387 398 964 960 1,000 970
　当期利益率 10.6% 6.6% 8.5% 4.4% 13.6% 13.9% 14.3%  15.9% 9.2% 13.9% 14.6% 11.4% 11.5%

2.為替レート

円／ＵＳＤ（期中平均）

円／ＥＵＲ（期中平均）

【為替の影響】

第３四半期累計 下半期予想

115

155

　上半期実績
　当初設定した予算レート（1ドル115円、1ユーロ140円）に対して円安傾向で推移したため、売上高114億円、営業利益12億円の
　プラス要因となりました。

　第3四半期累計実績
　当初設定した予算レート（1ドル115円、1ユーロ140円）に対して円安傾向で推移したため、売上高136億円、営業利益11億円の
　プラス要因となりました。
　
　為替感応度
　1円の為替変動によるUSドルベースの売上高への影響は約18億円、営業利益への影響は約3億円と見ております。
　同様に、ユーロベースの売上高への影響は約5億円、営業利益に対しては軽微な影響と見ております。

144.2 146.1

上半期実績

119.3

160.4

2007年度

117.3

161.2

第3四半期累計

2006年度実績

第3四半期累計 年度

【特記事項】

2007年度業績予想

11月発表の業績予想は変更しておりません。
前提として、下半期業績予想には非医薬品事業各社の業績を含んでおりません。

2006年度実績 2007年度

年度実績 上半期実績 下半期予想 年度予想

第3四半期累計 第3四半期

2007年度第3四半期実績（前期との比較）

【プラス要因】
2007年度は、欧州子会社の第一三共ヨーロッパGmbH（DSE）について決算期の変更（12月期→3月期決算）を行っており、第３四半期は
2007年1月-2007年12月の12ヶ月を計上しております。
その影響額（2007年1月-3月）は、売上高141億円、営業利益18億円、経常利益21億円、純利益20億円であります。

*医薬品事業合計については、2007年度との比較を容易にするために、継続対象としている事業について記載しております。 従って、決算上の医薬品事業とは異なります。

116.4 117.0

【マイナス要因】
2006年度は、米国子会社2社について決算期の変更（12月期→3月期決算）を行っており、第３四半期は2006年1月-2006年12月の12ヶ月を
計上しております。
その影響額（2006年1月-3月）は、売上高315億円、営業利益90億円、経常利益105億円、純利益58億円であります。

2007年度より中南米子会社の第一三共ブラジルLTDA、第一三共ベネズエラ S.A.の2社が新たに連結対象となりました。

当社は医薬品事業への集中を図るため、非医薬品事業のグループ外自立化を進めてきました。2006年度上半期には、連結子会社のうち、
和光堂（株）、富士製粉（株）等、 2006年度下半期には第一化学薬品（株）、（株）第一ラジオアイソトープ研究所、三共アグロ（株）、
目黒化工（株）、三共エール薬品（株）、第一メディカル（株）等が連結除外となりました。
2007年度上半期には第一ファインケミカル（株）、埼玉第一製薬（株）等が連結除外となっております。

（11月公表）
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3.グローバル製品売上高

(単位：億円)

第3四半期累計

 　 前同比 　 前同比
決算期
変更除
前同比

前同比
下半期
進捗率

前同比
決算期
変更除
前同比

　 前同比
決算期
変更除
前同比

1,237 1,603 73.5% 966 (15.1%) 32.1% 541 35.8% 51.3% 1,054 1,507 (21.8%) 33.4% 2,020 (26.0%) 35.2%

日本： オルメテック 330 422 65.4% 264 36.0% - 176 29.5% 50.9% 346 440 33.3% - 610 44.5% -

ベニカー/
ベニカーHCT*

730 928 84.4% 445 (-16.5%) 18.1% 241 22.0% 54.4% 443 686 (-6.1%) 19.4% 888 (-4.3%) 15.1%

エイゾール - - - - - - 19 - 58.9% 32 19 - - 32 - -

欧州：
オルメテック/
オルメテックプラス**

158 225 53.2% 223 (121.6%) 58.0% 83 45.0% 42.1% 197 306 (93.8%) 53.3% 420 (86.4%) 58.1%

19 28 56.2% 34 189.6% - 22 199.0% 61.2% 36 56 193.1% - 70 148.9% -

813 1,041 2.6% 529 8.4% - 322 -1.0% 56.3% 571 851 4.6% - 1,100 5.6% -

　 日本： クラビット 380 467 -6.9% 221 5.1% - 155 -8.5% 53.6% 289 376 -1.0% - 510 9.1% -

296 384 10.6% 216 11.9% - 118 14.3% 65.9% 179 334 12.7% - 395 2.8% -

137 190 14.4% 92 8.6% - 49 -6.9% 47.3% 103 141 2.7% - 195 2.8% -

766 935 -34.7% 403 (-22.4%) -25.5% 216 -11.7% 55.9% 387 619 (-19.0%) -21.3% 790 (-15.5%) -17.3%

日本： メバロチン 548 678 -9.9% 317 -9.0% - 182 -8.7% 56.5% 323 499 -8.9% - 640 -5.6% -

47 60 9.1% 41 (26.4%) -22.7% 12 -13.4% 59.2% 21 54 (14.4%) -19.8% 62 (3.4%) -23.4%

171 198 -68.4% 45 -67.7% - 22 -34.0% 50.3% 43 67 -61.2% - 88 -55.5% -

4.海外売上高

(単位：億円)

第3四半期累計

 　 前同比 　 前同比 前同比 前同比 　 前同比

北米* 1,890 2,419 32.4% 1,112 -17.6% 622 15.0% 1,088 1,734 -8.3% 2,200 -9.0%

欧州** 636 843 -14.3% 567 27.3% 194 2.0% 413 762 19.7% 980 16.2%

その他 228 305 16.5% 　 206 36.1% 107 38.3% 134 313 36.9% 340 11.4%

海外売上高 2,755 3,567 16.1% 　 1,885 -3.2% 924 14.2% 1,635 2,809 1.9% 3,520 -1.3%

対売上高比率 37.7% 38.4% 42.5% 36.6% 37.8% 40.4% 40.2%

その他：中国、韓国、タイ、台湾、ブラジル、ベネズエラ等  

*2006年度は、第一三共INC.（DSI）とルイトポルドファーマシューティカルズInc.（LPI）の2社について決算期の変更（12月期→3月期決算）により、15ヶ月決算となっております。

 2006年度第3四半期は、2006年1月－2006年12月の12ヶ月決算となっており、その影響額（2006年1月-3月）は、売上高315億円であります。

**2007年度は、第一三共ヨーロッパGmbH（DSE）の決算期を変更（12月期→3月期決算）したため、15ヶ月決算となっております。

 2007年度第3四半期は、2007年1月－2007年12月の12ヶ月決算となっており、その影響額（2007年1月-3月）は、売上高141億円であります。

第3四半期

輸出 等

特許料

*米国オルメサルタン（製品名：ベニカー）の2006年度実績は、決算期の変更により、2006年1月-2007年3月の15ヶ月分を計上しております。

欧州**

輸出 等

オルメサルタン
【高血圧症治療剤】

2006年度実績

年度

2007年度

上半期実績 下半期予想 年度予想

年度予想

**欧州オルメサルタン（製品名：オルメテック）、プラバスタチンの2007年度は、決算期の変更により、2007年1月-2008年3月の15ヶ月分を計上します。

2006年度第3四半期は、2006年1月-12月の12ヶ月分を計上しており、1月-3月の実績は、156億円（＄135mil）であります。

プラバスタチン
【高脂血症治療剤】

第3四半期

レボフロキサシン
【合成抗菌剤】

その他

米国：

第3四半期累計 　

第3四半期累計

2007年度

上半期実績 下半期予想

　

2007年度第3四半期は、2007年1月-12月の12ヶ月分を計上しており、1月-3月の実績は、オルメサルタン64億円（€40mil）、プラバスタチン16億円（€10mil ）であります。

2006年度実績

年度
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　 　 (単位：億円)

　

前同比 前同比 前同比

　 国内医療用医薬品 -0.3% 2.3% 0.7%

　 海外医療用医薬品* -0.3% 16.2% 4.6%

　 ヘルスケア -0.6% 0.1% -0.4%

　 医薬品事業 -3.9% 7.0% -0.2%

　 その他事業 -55.7% -43.4% -52.0%

連結売上高 -8.7% 3.0% -4.8%

　 医薬品事業 24.1% 18.4% 21.7%

　 その他事業 - -36.8% -

連結営業利益 19.9% 17.2% 18.8%

　

(単位：億円)

　

構成比  構成比 　 構成比 構成比 　 構成比 前同比  構成比 前同比  構成比 前同比

　 3,420 70.4% 1,874 76.6% 5,294 72.5% 6,678 71.9% 2,954 66.6% -13.6% 1,797 71.3% -4.1% 4,751 68.3% -10.3%

　 1,085 22.3% 410 16.7% 1,495 20.5% 1,915 20.6% 897 20.2% -17.4% 511 20.3% 24.7% 1,408 20.2% -5.8%

273 5.6% 119 4.9% 392 5.4% 534 5.7% 453 10.2% 66.0% 145 5.7% 21.6% 598 8.6% 52.5%

　 80 1.6% 45 1.8% 125 1.7% 168 1.8% 133 3.0% 66.5% 68 2.7% 52.7% 201 2.9% 61.5%

4,858 100.0% 2,448 100.0% 7,306 100.0% 9,295 100.0% 4,437 100.0% -8.7% 2,521 100.0% 3.0% 6,958 100.0% -4.8%

　

　

　

　

694

894

152

2,412

1,847

225

34

629

109

3

　

942

2,521

625

445

4,858

上半期

2,152

1,852

4,414

784

244

4,240

197

246

638 924

4,4379,295

28

1,167

350

473

125

44

6

72

8

68

1,127

1,363

第3四半期累計

7,306

1,287 1,314

8,371

397 479

6,669

2006年度実績

年度

2,622 3,381

3,480 4,334

第3四半期累計

 第3四半期

1,328

日本 716

759

1,320

1,153

2006年度実績

年度

339

437

*2007年度は、第一三共ヨーロッパGmbH（DSE）の決算期を変更（12月期→3月期決算）したため、15ヶ月決算となっております。

 2007年度第3四半期は、2007年1月－2007年12月の12ヶ月決算となっており、その影響額（2007年1月-3月）は、売上高141億円、営業利益18億円であります。

*2006年度は、第一三共INC.（DSI）とルイトポルドファーマシューティカルズInc.（LPI）の2社について決算期の変更（12月期→3月期決算）により、15ヶ月決算となっております。

2006年度第3四半期は、2006年1月－2006年12月の12ヶ月決算となっており、その影響額（2006年1月-3月）は、売上高315億円、営業利益90億円であります。

5

上半期 上半期

6.セグメント別情報（所在地別）

2007年度実績

344 373

連結営業利益

その他

北米

1,568784

13

939

**2007年度は、第一三共ヨーロッパGmbH（DSE）の決算期を変更（12月期→3月期決算）したため、15ヶ月決算となっております。

 2007年度第3四半期は、2007年1月－2007年12月の12ヶ月決算となっており、その影響額（2007年1月-3月）は、売上高141億円、営業利益18億円であります。

*2006年度は、第一三共INC.（DSI）とルイトポルドファーマシューティカルズInc.（LPI）の2社について決算期の変更（12月期→3月期決算）により、15ヶ月決算となっております。

2006年度第3四半期は、2006年1月－2006年12月の12ヶ月決算となっており、その影響額（2006年1月-3月）は、売上高315億円、営業利益90億円であります。

54

3 3

536

14

7

629

18

5.セグメント別情報（事業別）

1,3631,320

48

20

3,503

2007年度実績

第3四半期累計

2,145 1,358

上半期 第3四半期

2,741

396

6,652

306

6,958

1,567

-1

1,568

欧州

日本

連結売上高

北米*

欧州**

その他

 第3四半期 

23 -4

939

第3四半期累計

536

第3四半期

770

2,255

151

5

193

2,448

528



7.国内の状況

主要医療用医薬品売上高（建値売上高） (単位：億円)

前同比 前同比 実績 前同比
下半期
進捗率

実績 前同比 対前同 前同比

国内医療用医薬品売上高（純売上高） 3,390 4,204 1.8% 2,110 2.4% 1,319 -0.7% 56.9% 2,320 3,429 1.2% 4,430 226 5.4%

循環器関連疾患領域

330 422 65.4% 264 36.0% 176 29.5% 50.9% 346 440 33.3% 610 188 44.5%

69 88 38.0% 48 17.2% 30 10.2% 45.1% 67 78 14.4% 115 27 31.0%

154 193 5.9% 106 10.2% 60 3.7% 52.3% 114 165 7.8% 220 27 14.0%

548 678 -9.9% 317 -9.0% 182 -8.7% 56.5% 323 499 -8.9% 640 -38 -5.6%

95 122 -6.4% 62 1.6% 35 1.8% 51.8% 68 97 1.7% 130 8 6.7%

71 92 5.8% 45 7.8% 29 -1.7% 53.1% 55 74 3.8% 100 8 8.9%

40 51 23.9% 26 6.7% 16 3.0% 48.1% 34 42 5.3% 60 9 16.9%

94 117 -1.3% 62 4.5% 34 -2.4% 58.7% 58 96 1.9% 120 3 2.3%

18 23 25.8% 13 18.8% 8 19.2% 56.4% 14 21 18.9% 27 4 17.3%

42 54 0.6% 26 -3.0% 15 -5.6% 61.4% 24 41 -3.9% 50 -4 -7.3%

感染症/骨･関節/免疫･アレルギー/泌尿器

379 467 -6.9% 221 5.1% 155 -8.5% 53.6% 289 376 -1.0% 510 43 9.1%

239 309 8.0% 164 9.7% 98 9.0% 52.7% 186 262 9.4% 350 41 13.2%

86 107 0.7% 54 -0.5% 29 -10.6% 46.7% 61 82 -4.2% 115 8 7.8%

17 23 - 23 120.9% 17 145.4% 32.9% 52 40 130.7% 75 52 231.4%

83 120 -4.8% 45 -11.0% 27 -18.4% 48.5% 55 72 -13.9% 100 -20 -16.4%

造影剤/癌/消化器

262 315 -9.1% 159 -2.7% 92 -6.3% 57.4% 161 251 -4.0% 320 5 1.5%

43 52 -2.6% 25 -8.5% 13 -21.1% 55.6% 23 38 -13.3% 48 -4 -8.5%

43 54 12.1% 31 17.8% 17 4.0% 59.8% 29 48 12.4% 60 6 10.5%

30 38 -18.2% 16 -16.9% 9 -15.2% 57.0% 16 25 -16.3% 32 -6 -15.8%

32 40 9.6% 19 -1.2% 10 -27.2% 34.5% 28 29 -11.9% 47 7 17.3%

主要ヘルスケア製品売上高 (単位：億円)

前同比 前同比 実績 前同比
下半期
進捗率

実績 前同比 対前同 前同比

ヘルスケア売上高（純売上高） 397 479 - 244 -0.6% 152 0.1% 55.0% 276 396 -0.4% 520 40 8.4%

ルル類 88 100 7.7% 48 -9.5% 37 3.4% 62.4% 59 85 -4.3% 107 7 6.7%

ガスター10 31 36 - 17 0.2% 10 -28.9% 50.6% 20 27 -13.1% 37 1 3.1%

新三共胃腸薬類 23 30 2.2% 13 -7.6% 13 39.1% 66.8% 20 26 10.9% 33 3 11.7%

パテックス類 16 19 -3.5% 18 61.4% 7 41.1% 50.8% 14 25 55.3% 32 13 66.7%

トランシーノ - - - 14 - 7 - 35.3% 20 21 - 34 34 -

第3四半期
累計

4-12月

第3四半期
累計

4-12月

下半期予想

2007年度

2007年度

年度予想上半期実績

第3四半期

下半期予想

第3四半期累計

上半期実績 年度予想

第3四半期 第3四半期累計

2006年度実績

年度

2006年度実績

年度

オルメテック
【高血圧症治療剤】

カルブロック
【高血圧症治療剤】

アーチスト
【高血圧症治療剤】

メバロチン
【高脂血症治療剤】

クレメジン
【慢性腎不全用剤】

ハンプ
【急性心不全剤】

リバロ
【高脂血症治療剤】

サンリズム
【不整脈治療剤】

ベプリコール
【不整脈･狭心症治療剤】

ファスティック
【血糖降下剤】

クラビット
【合成抗菌剤】

ロキソニン
【消炎鎮痛解熱剤】

モービック
【消炎鎮痛剤】

ユリーフ
【排尿障害改善剤】

ジルテック
【抗アレルギー剤】

オムニパーク
【造影剤】

オムニスキャン
【MRI用造影剤】

トポテシン注
【抗悪性腫瘍剤】

クレスチン
【抗悪性腫瘍剤】

フエロン
【天然型インターフェロンβ製剤】
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主要輸出製品売上高（建値売上高） (単位：億円)

前同比 前同比 実績 前同比
下半期
進捗率

実績 前同比 対前同 前同比

250 324 9.6% 171 5.0% 98 13.0% 66.0% 149 270 7.8% 320 -4 -1.1%

183 216 -66.6% 33 -77.7% 15 -57.6% 55.1% 27 48 -73.8% 60 -156 -72.2%

8.海外の状況

米国子会社 - 主要製品売上高（純売上高） (単位：億円)

前同比 前同比 実績 前同比
下半期
進捗率

実績 前同比 対前同 前同比 3Q累計 年度

第一三共INC．（DSI） 1,015 1,304 70.3% 651 -11.6% 376 35.2% 57.1% 659 1,027 1.3% 1,310 6 0.4% 25.4% 18.1%

　 ベニカー / ベニカーHCT 730 928 84.4% 445 -16.5% 241 22.0% 54.4% 443 686 -6.1% 888 -40 -4.3% 19.4% 15.1%

【高血圧症治療剤】 (mil USD) (627) (793) 73.9% (373) -18.9% (212) 26.9% 55.2% (383) (585) -6.7% (756) (-36) -4.6% 18.7% 15.0%

エイゾール - - - - - 19 - 58.9% 32 19 - 32 32 - - -

【高血圧症治療剤】 (mil USD) - - - - - (16) - 56.5% (28) (16) - (28) (28) - - -

ウェルコール 179 232 56.8% 114 -13.1% 62 29.7% 49.4% 126 176 -1.7% 240 8 3.4% 25.8% 24.3%

(mil USD) (154) (198) 48.1% (96) -15.6% (55) 33.5% 49.8% (109) (150) -2.5% (205) (7) 3.5% 25.0% 24.8%

フロキシンオティック 62 82 33.8% 54 21.2% 2 -87.6% 19.3% 11 56 -8.8% 65 -17 -21.2% - -

【耳科用抗菌剤】 (mil USD) (53) (71) 29.7% (45) 17.7% (3) -81.5% 31.7% (9) (48) -8.8% (54) (-17) -24.1% - -

エボザック 21 29 22.5% 21 60.8% 11 39.5% 65.3% 17 32 52.7% 38 9 29.1% - -

【口腔乾燥症状改善剤】 (mil USD) (18) (25) 18.7% (18) 56.2% (10) 40.3% 66.3% (14) (27) 50.1% (32) (7) 28.6% - -

ﾙｲﾄﾎﾟﾙﾄﾞﾌｧｰﾏｼｭｰﾃｨｶﾙｽﾞInc.（LPI） 481 610 54.5% 246 -29.6% 135 2.4% 60.2% 224 381 -20.9% 470 -140 -23.0% 5.4% -4.2%

　 ヴェノファー 291 377 66.7% 148 -28.4% 82 -3.7% 59.6% 137 230 -21.2% 285 -92 -24.4% 3.3% -7.5%

【貧血治療剤】 (mil USD) (250) (322) 57.1% (124) -30.4% (72) -0.0% 59.4% (121) (196) -21.7% (245) (-77) -23.9% 2.7% -6.7%

欧州子会社 - 主要製品売上高（純売上高） (単位：億円)

前同比 前同比 実績 前同比
下半期
進捗率

実績 前同比 対前同 前同比 3Q累計 年度

第一三共ヨーロッパGmbH（DSE） 377 516 17.8% 453 71.1% 145 28.8% 45.7% 317 598 58.5% 770 254 49.1% 20.3% 21.7%

　 158 225 53.2% 223 121.6% 83 45.0% 42.1% 197 306 93.8% 420 195 86.4% 53.3% 58.1%

【高血圧症治療剤】 (mil EURO) (109) (154) 44.1% (139) 96.5% (51) 33.4% 39.8% (127) (190) 74.5% (266) (112) 72.7% 36.7% 46.7%

メバロチン 47 60 9.1% 41 26.4% 12 -13.4% 59.2% 21 54 14.4% 62 2 3.4% -19.8% -23.4%

【高脂血症治療剤】 (mil EURO) (32) (41) 2.6% (26) 12.1% (7) -21.4% 55.5% (13) (33) 2.3% (39) (-2) -4.5% -28.6% -29.0%

第3四半期
累計

4-12月

2007年度

（2007年1-3月実績）：DSE 141億円、オルメテック/オルメテックプラス 64億円 （€40mil）、メバロチン 16億円 （€10mil）

ベニカー/ベニカーHCT、ウェルコール、ヴェノファーの2006年度実績は、2006年1月-2007年3月の15ヶ月の実績となっております。

DSE、オルメテック/オルメテックプラス、メバロチン の2007年度第3四半期累計実績は、2007年1月-2007年12月の12ヶ月の実績となっております。

上半期実績

2007年度

（2006年1-3月実績）：DSI 195億円、ベニカー/ベニカーHCT 156億円 （$135mil）、ウェルコール 39億円 （$33mil）、LPI 120億円、ヴェノファー 68億円 （$59mil）

2006年度実績

年度

決算期変更の

上半期実績 年度予想

2007年度

2006年度実績

第3四半期
累計

4-12月

2006年度実績

年度

影響を除いた

決算期変更の

影響を除いた

年度予想

第3四半期累計

年度予想

前同比

前同比

第3四半期累計第3四半期

下半期予想

年度 上半期実績

第3四半期
累計

4-12月

下半期予想

第3四半期

下半期予想

第3四半期 第3四半期累計

レボフロキサシン
【合成抗菌剤】

プラバスタチン
【高脂血症治療剤】

【高脂血症治療剤
           /2型糖尿病治療剤】

オルメテック / オルメテックプラス

13



9.開発パイプラインの状況（11月決算発表時からの変更点）

開発ステージ

開発番号 開発ステージ変更前 開発ステージ変更後 備　　　考

CS-747 米国：Phase3 米国：申請中 ・抗血小板剤

CS-8080 ー 米/欧:Phase１ ・動脈硬化性疾患治療薬

Welchol DM 米国：申請中 米国：承認 ・2型糖尿病治療薬

DU-6859a（グレースビット） 日本：申請中 日本：承認 ・ニューキノロン剤

レボフロキサシン高用量 日本：Phase3 日本：申請中 ・ニューキノロン剤

レボフロキサシン注 日本：Phase2 日本：Phase3 ・ニューキノロン剤

DX-619 米/欧/日:Phase1 ー
・ニューキノロン剤
・研究開発ポートフォリオの観点から開発中止

CS-758 米/欧:Phase1 ー
・抗真菌剤
・研究開発ポートフォリオの観点から開発中止

米国：申請中 米国：承認

ー 欧州：申請中

・高フェニルアラニン血症治療薬
・バイオマリンに導出

SUN 0588r
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将来の見通しに関して

当社では、東京証券取引所に提出する収益予想に加えて、投資家や証券アナリストの皆様が自ら当社の業績に関する

予想を立てられるよう、見通しに関するガイダンスを提供する場合があります。また、ご挨拶、講演、質疑応答、

当社の発行する書面、ホームページ記載内容等には現在の計画、見通し、戦略などが含まれる場合があります。

何れの場合におきましても、歴史的事実でないものは、一定の前提の下に作成した将来の見通しであり、また現在入

手可能な情報から得られた当社の判断にもとづいております。従いまして、当社の業績、企業価値等を検討されるに

当たりましては、これら見通しのみに全面的に依拠されることは控えて頂けるようお願い致します。

実際の業績は、さまざまな要素により、これら見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おき下さい。実

際の業績に影響を与える重要な要素としては、(1)当社を取り巻く経済情勢、需要動向等の変化、(2)為替レート、金

利等の変動、(3) 急速な技術革新が進む創薬分野において、タイムリーに研究・開発、製造･販売を続けていく能力、

などです。但し、業績に影響を与えうる要素はこれらに限定されるものではありません。




